
学校だより令和元年７月号          阿久根市立脇本小学校 

                        かしこく  
なかよく  

たくましく 
                          児童数１７９名 ℡0996-75-0004 

             キャッチフレーズ  「花とあいさつと読書の脇本小」  「歌声の響く脇本小」 

 
８月 １日（木）出校日  
  １９日（月）山田楽練習開始（～２７日） 
  ２１日（水）出校日  
  ２５日（日）ＰＴＡ空き瓶回収 
９月 ２日（月）２学期始業式 

おめでとう！（県図画作品展市審査会結果） 
【特選】 
・新穗 美岬さん（5 年）・新穂 沙莉さん（6 年） 
・橋口 涼さん（6 年） 
 
 

３６期生、新しい伝統を！ 山田楽伝承式 
 
７月 13 日（土）今年度の山田楽が始まりました。最初に行う 

活動は「伝承式」です。本校伝統の山田楽を６年生から５年生へ 
引き継ぎます。式には，松﨑・山田両師匠に来校いただき，山田 
楽の伝承，保存会の意義や活動についてお話をしていただきまし 
た。最初に山田楽を踊った本校の卒業生は現在４７・８歳になり， 
保護者として御協力くださっている方も多くおられます。 
 式では，６年生の踊りを５年生が鑑賞し， 
今度は自分たちの番と決意を新たにする場面 
もありました。よき伝統を守り，新しい風を 
吹かせることで，末永く本活動が続くものと 
期待しています。 

3６期生は 8 月 19 日（月）～27 日（火） 
の練習から、本格的な活動を開始します。   
 
 
 

おいしいお米を作ろう！（田植え 5 年） 
 

 ５年生が図書室と体育館の間の田んぼで田植えを行いました。 
縦横に張ったひもを目印にしながら丁寧に植えていきました。泥 
に足を取られて、転びそうになる児童もい 
ました。みんなで協力して作業を進めるこ 
とができました。夏の草取りや水の管理な 
どこれからたくさんの仕事があります。さ 
まざまな作業を通して学ぶことも多いと思 
います。秋の収穫（稲刈り）が楽しみです。  

新穗美岬さん｢目指せ文化いさん西徳寺｣ 

新穂沙莉さん｢向こうへ続く脇本橋｣ 

橋口涼さん｢脇本海岸にゆれる船｣ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

 

 

 

 

   

        

   

 

 

 

 

                        

  

 

 

   

        

 

 

 

 

 

 ふるさとの自然を守ろう。環境保護活動 

 

７月１８日（水）２校時に，３年生を対象に総合的な学習の時
間としてウミガメ・シロチドリの保護活動を通した環境学習を行
いました。講師は，下村区長の大川内良一さんです。これまでの
長年に渡る下村海岸でのウミガメやシロチドリの環境保護活動を
紹介いただきました。下村海岸での産卵状況は年々減少し，孵化
する数も少なくなっている状況 

にあると聞きました。自分たち 

の身近にある環境が壊されてい 

く危機感や守っていく必要性を 

感じていたようです。今後も， 

大川内さんに御指導いただきな 

がら，環境保護への関心を高め， 

自分たちにできる環境保護活動 

について学習していきます。 

3６回目の挑戦『ＰＴＡ遠泳大会』  
 

 ７月７日（日），第 36 回のＰＴＡ遠泳大会が開催されました。晴
天にめぐまれた今年は海での実施になりました。1000ｍに 17 名，
500ｍに 11 名，200ｍに 12 名の，総勢 40 名の子供たちが挑戦しま
した。子供たち相互の掛け声や保護者や家族の皆さんの応援に励ま
され，全員が見事完泳することができました。 

 体育館で行われた終わりの式では，一人一人に完泳賞が授与され， 

泳ぎ終えた感想の発表がありました。子供たちの満足げな笑顔が印 

象的でした。練習から大会までを支援してくださった遠泳大会実行
委員会やＰＴＡ厚生部，多くの保護者や地域の皆様からも子供たち
の頑張りを称賛していただきました。この頑張りや達成感を糧に，
これからも様々なことに挑戦してほしいと思います。 
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七
月
二
十
三
日
、
第
五
十
四
回
阿
久
根
市
水
泳
記
録
会
が
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
出
場
し
た
二
十
五
名
の
選
手
の
力
泳
に
、
プ
ー
ル
サ

イ
ド
の
応
援
も
力
が
入
り
ま
し
た
。 

 

同
じ
日
、
韓
国
の
光
州
で
開
催
さ
れ
て
い
る
水
泳
の
世 

界
選
手
権
男
子
二
百
ｍ
自
由
形
で
、
松
元
克
央
選
手
が
こ 

の
種
目
初
と
な
る
銀
メ
ダ
ル
に
輝
き
ま
し
た
。
現
在
Ｎ
Ｈ 

Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
で
も
話
題
に
な
っ
た
古
式
泳
法
で
の
出 

場
以
来
、
た
だ
の
一
度
も
表
彰
台
に
上
が
っ
た
こ
と
の
な 

い
種
目
で
す
。
こ
の
大
会
で
は
様
々
な
角
度
か
ら
選
手
の 

力
泳
を
捉
え
ま
す
が
、
興
味
深
い
の
は
天
井
か
ら
の
カ
メ
ラ
で
す
。
世
界
の

ト
ッ
プ
８
人
の
は
ず
な
の
に
姿
勢
や
腕
の
動
き
、
呼
吸
法
に
個
性
が
あ
り
、

最
も
効
率
の
よ
い
泳
ぎ
の
選
手
が
す
る
す
る
と
抜
き
出
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
二
十
五
日
の
南
日
本
新
聞
「
前
向
き
に
行
こ
う
～
ジ
ュ
ニ
ア
の
た
め
の

ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
～
」
の
鹿
屋
体
育
大
学
幾
留
沙
智
先
生
の
『
金
メ
ダ
ル
へ

重
要
だ
っ
た
も
の
』
に
、
そ
れ
は
情
熱
や
目
標
、
サ
ポ
ー
ト
の
他
に
、
な
ん

と
「
ス
ト
レ
ス
」
が
重
要
で
あ
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
困
難
な
状
況
や
ス
ト
レ

ス
を
乗
り
越
え
た
結
果
に
得
ら
れ
る
喜
び
な
の
で
す
ね
。
そ
の
意
味
で
も
学

校
の
代
表
と
し
て
重
圧
に
負
け
ず
、
練
習
時
に
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
を
思
い

出
し
て
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
脇
本
小
学
校
の
選
手
の
皆
さ
ん
を
誇
ら
し
く
思

い
ま
す
。 

も
う
一
つ
、
七
月
十
一
日
に
は
県
図
画
作
品
展
阿
久
根
市
審
査
会
が
あ
り

ま
し
た
。
脇
本
小
学
校
か
ら
、
阿
久
根
市
の
代
表
作
品
と
し
て
三
点
の
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
、
題
材
を
厳
選
し
、
最
高
の
構
図
を
捉
え
、

細
か
な
下
書
き
を
や
り
遂
げ
、
重
ね
塗
り
を
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
時
間
を

か
け
た
力
作
で
す
。
作
者
の
満
足
感
は
も
ち
ろ
ん
、
審
査
に
当
た
っ
た
人
々

を
感
動
さ
せ
た
作
品
で
も
あ
り
ま
す
。
一
人
一
人
の
全
力
が
認
め
ら
れ
、
学

校
と
し
て
も
誇
ら
し
く
思
え
た
も
う
一
つ
の
現
場
と
言
え
ま
す
。
夏
休
み
も

十
日
ほ
ど
過
ぎ
ま
し
た
。
次
の
出
校
日
、
輝
く
瞳
と
と
も
に
ど
ん
な
力
作
が

で
て
く
る
の
か
楽
し
み
で
す
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